



































































































元の囲い込みが必要である。しかし、 「街上某日」では関係性が「故郷」に向かう求心的構造となっており、囲い込みが壊れて、フラットな関係性を保っていた内部空間は実在の重さに満ちた凸凹の外部空間へと変容するのである。 「都会のデッサン」の「遠い山脈」が、故郷から「僕」を区切る閾であったのに対 街上某日 ではくっきりと た姿を現している山脈を「貌」として見てしまう。ここには、 「銀行」や「切手」 「コオヒイ」や「山脈」や、対象それぞれの「貌」を見直し、意味を読み取ろうとする「僕」がいる。それ 、世界との関係性を再構築しようとする「僕」の第一歩であり、そ 先にしかイメージの差異化という固有の関係性はない。かくしてイメージの差異化は退き、素材性が前面化する。モチーフ的 『田舎の食卓』と多くの共通項を持つ「街上某日」が詩集巻頭に据えられたの 、 『生れた家』の姿勢を示すものとして象徴的である。
実在の重さの自覚は、時間意識とも連動する。夏の終りというモチ フは『田舎の食卓』の「夏のをはり」 「秋のほ





































































弟のほうは発狂して廃人にな ました。詩の負うべき罪業を代つて引受けてくれたのかとも思います。 」とある。栗谷川は、他の作品とは異なって直喩が一回しか用いられていないことに注目しているが、イメージを差異化する直喩は、「堪へがたい重さ」 「おそろしい真昼の寂しさ」と、 『田舎の食卓』にはなかった直截な感情の表出に取って代られている。かつて「さうして都会よ
　








































































































「故郷」と「竹の筒に入れて失くした二銭銅貨」は、等しく呼びかけられている。仕舞っておいて失くした小銭とは、ささやかで卑近ではあるが、喪失感を喚起させるものである。 「二銭銅貨」が「故郷」の喩である か、曖昧な関係性はこれ以上の意味付けには進まず、 「そこは僕の故郷だから」と同義反復的な理由に収める。 「僕はかへつ くる の繰返しは、合理的な理由を超えた事柄として帰郷を位置付ける。理由の前に必然 事実と て帰郷がある。説明されないが故に、故郷の重さが喚起され 。第二連では「風は樹木の間をぬけて／怒った縞蛇のやうに／僕 首や腕 巻きつく」と、や り「よはよはしい噴怒」に類する風の喩がされてい 漠然と、 かし運命 必然のように帰郷す 自分自身への怒りなのか、そのような自分に向けられる あろう郷里の視線なのか この喩も感情 向かう対象が曖昧である。これらの関係性の曖昧さは、 「途上」の状態そのも であ 第三連 も第一連 冒頭二行 繰返され、 「あ 大根の花にむらがる
　
無数の蝶のなかの一匹」という詠嘆で締め括られる。説明できない事実の重さが詠嘆を押し出し、本

































それに関わらず前に戻って繰返される内容の恒常性が強化されるのだ。 「母上」にとって、第二次世界大戦のヨーロッパの戦況は遠い世界のことでしかない。 「僕」は田舎の暮しの囲い込まれた平穏からひ 時逃れるかのように、新鮮な白百合に顔を埋めてみる。 「母上よ」という改まった呼びかけも、 「僕」との距離感を浮び上がらせている。
異なる場面を挟み込みながらの繰返し、あるいはずらしながらの繰返しは、夕爾が愛読した堀口大学の翻訳及び創作












かく男なり」 （第一連）以下、 「恋にはぐれし男なり」 「人を恨める男なり」 「人を




















































































































































の現在に直結し、 「小さい傷でいつぱいな机」 「あの花の種子」 「ゐなくなつた犬」と過去と現在を繋ぐ具体的なモノを想起させつつ、それらとの距離感を語るのである。「母上」への呼びかけは「私」の背後にいる帰郷を余儀なくされた夕爾像を引き込み、連動と飛躍、遡行と往還が複雑な軌跡を描き 立体化していく作中の時間に、作者の時間の重なりも示唆して、吉岡が指摘するように「陰翳に富んでいる」世界になってい作品の中でも言及されている「リルケの詩集」について、吉岡は、 「読んでいたテキストは、茅野蕭々の名訳『リル
ケ詩集』であったような気がするのだ 」と推測して 。茅野蕭々訳『リルケ詩集』は、第一書房から昭和十四年六月に出版されて が、年代から考えて、昭和二年三月に同じく第一書房から出版された『リルケ詩抄』を想定した方が妥当かと思われる。『リルケ詩抄』の「小序」で蕭々が、 「用語、詩形、律動等に複雑微妙な異色を持つてゐる」と述べているように、リルケの詩は、単線的ではな 往還する時 の中で展開していく。 『第一詩集』の「冠せられた夢／愛する（五章） 」では、


































































る。夕爾の対句は大学に比べて、意外性の発見、自己完結の否定という軽やかさよりも、両義性に対して等しい距離感を保とうとする意思を じさせる。大学の繰返しと対句は、反転する視点を自分に向けつつ世界を受容するという、世界と向き合う方法＝詩の方法として夕爾に受容されたと考えられる。リルケ的な、客観的な時間を差異化していく身体的時間の構築は、世界との軋みやずれや跨ぎを孕んだ身体性を表出した『田舎の食卓』の方法の到達点であり、軋みやずれの内実と言ってもいい帰郷生活＝外側の世界に直面し 夕爾に 実在としての自分を成立させる新たな方法が必要だったのである。ここで夕爾は、実在 の自分＝身体的存在の意味を捉えることに ったのではないだろうか。
差異的なイメージの集積化から繰返しと対句への変化は、複雑化から単純化への転換でもあるが、それは、選択する































































































































て、故郷への出発が自分の体験として身体化されていくのだ。 「赤い舌のやうな切符」と切符も痛みを感じる肉体を持ち、 「僕の悲しみほどの穴」と切符に穿たれた穴 感情に転化していく。呼び覚まされた感情によって、 「そして僕は古／風な汽車に乗り
　
ああ二度とこんなところを通らないだらう」とこの出発が「気楽な捕虜」か の決別であったと知
るのである。切符に鋏を入れられるという後戻りできな 時点に到って、諦念の意味を知った 言っても い。
－69－
木下夕爾、 『生れた家』の〈現実〉






































































「日が照りながら雨のふる」という天候の陰影が、薫のアルカディア的「あいるらんど」に籠められた繊細で慎ましい憧憬を象徴し、想像力のリアリティを伝えている。薫の詩句とほぼ同じ「陽が照りながら雨が降る」からは、夕爾がこの作品から触発されたことが考えられる。薫のアルカディア性に対し、夕爾は、陰影自体に生活を超えるものを見出して、自立的な美を打ち建てようとしている。光と影の陰影を通して、見慣れた村はもうひとつの村に変わり、麦畑はその美の本体となる。麦畑は、一体化し得る自然であると共に、世界を形象化する媒体でもある。「夜の風」では、 人 泣いてゐるやう」な「麦笛」の音色と夜の風から、 「僕は感じる
　
暗い夜のなかで／熟れた小
麦がそよいでゐるのを／ああ六月がそこに横臥 ／ゆるい死の息づかひを ゐるのを」と熟れ麦の情景を思い浮かべて、成熟の先にある死を感受する。 「食後の歌」では、 「麦を刈る鎌のやうに光つて／またあたらしい夏 来た」と夏の精気の残酷さを表すモチーフとして用いられる。
先に引用した、 『昔の家』所収の「麦秋」というタイトルは、夏の季語でもある。 「麦」自体は季語ではないが、特定




















































































川の引用は「西洋の田舎」という字句から『定本木下夕爾詩集』 （以下『定本』と略す）に拠ったと考えられる。安住敦は『定本』の編集方針について、夕爾の詩集収録作 は重複があり、 「しかも、その多くの場合、細部にわ って改作が施されており、中には題名も変えられて るものがある。したがって、作品重複のものはすべて後出の詩集によって前の詩集の作品を訂正して収録し、各作品の末尾 それぞれ出典を明らかにしておいた。 」と述べている。完成形を重視した方針ということになろうよっ 、 『定本』収録の「驟雨」は『昔の歌』再録の形を採っている。しかし、本稿では、初版刊行時の夕爾 表現及び表現意識を探るため、 『定本』ではなく初版をテキストとして用いた。
注
13　
引用は『丸山薫全集』第１巻（角川書店
　
昭
51・
10）による。
＊引用に際して旧字体は新字体に改め、振り仮名は適宜省略した。
－75－
木下夕爾、 『生れた家』の〈現実〉
